
独立行政法人農林漁業信用基金の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について
1　役員報酬についての基本方針に関する事項

　① 平成22年度における役員報酬についての業績反映のさせ方

　 　独立行政法人農林漁業信用基金役員給与規程第8条第3項において、役員の期末特別手当の額は、その者の

　職務実績に応じ、これを増額し、又は減額することができる旨規定している。当信用基金の業務の実績及び役員の

　業績を踏まえ、平成22年度における役員の期末特別手当については、増額又は減額を行うことなく役員給与規程

　で定める支給割合どおりの支給を行った。

　② 役員報酬基準の改定内容

法人の長 1.本俸月額を0.2％減額（国の指定職に準じて減額）。

2.期末特別手当の引下げ年間0.15月。

   22年度は引下げ改定のため遡及改定は未実施。しかしながら国家公務員との均衡が図られるよう１２

月期の期末特別手当で4月から実施日の属する月の前月(11月)までの月例給及び6月期の特別給に係る

較差相当分の額を減額調整。

理事 　　　　　　　　同上

監事 　　　　　　　　同上

２　役員の報酬等の支給状況

平成22年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

19,827 12,979 5,065
1,609

173
(特別調整手当）
(　通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

16,826 11,080 4,323 1,373
48

(特別調整手当）
(　通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

15,531 10,480 3,685      1,299
66

(特別調整手当）
(　通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

1 299 (特別調整手当） ◇

＊

Ｃ総括理事

就任・退任の状況
役名

その他（内容）

理事長

前職

Ａ副理事長

Ｂ総括理事

- 1 -

16,115 10,480 4,089 1,299
246

(特別調整手当）
(　通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

15,147 9,856 3,846 1,222
223

(特別調整手当）
(　通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

14,685 9,856 3,466      1,222
141

(特別調整手当）
(　通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

15,065 9,856 3,846      1,222
141

(特別調整手当）
(　通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

12,207 8,440 2,642      1,046
78

(特別調整手当）
(　通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

13,014 8,440 3,293 1,046
234

(特別調整手当）
(　通 勤 手 当 ）

注１：「その他」欄には手当等が支給されている場合は、例えば通勤手当の総額を記入している。
注２：「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付している。
　　 退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後

　　 独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄。
注３：千円未満切り捨てのため、支給総額と各内容の合計額が一致しない場合がある。
注４：「特別調整手当」とは、東京特別区に勤務する役員に支給される手当である。

３　役員の退職手当の支給状況（平成22年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

千円 年 月

7,087 4 7 20.4.30 1.0

千円 年 月

　　注１：「摘要」欄には、独立行政法人評価委員会による業績の評価等、退職手当支給額の決定に至った事由を記入している。

　　注２：「前職」欄には、退職者の役員時の前職の種類別に以下の記号を付している。

　　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後独立行政法人等の
　　退職者「＊※」、該当がない場合は空欄。

◇

※

該当者なし

基本業績勘案率が1.0であり、
法人業績及び個人業績とも、
それぞれ業務の改善等がある
ものの年度計画の範囲内であ
るので加算を行わなかった

該当者なし

◇

監事

摘　　要

Ｂ監事

Ｃ総括理事

Ｅ理事

Ａ監事

法人での在職期間

Ｄ理事

3月31日

理事長

理事

Ｆ理事 4月1日 ◇

＊
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Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　　人件費（退職手当及び法定福利費を除く。また、人事院勧告を踏まえた給与改訂部分を
　除く。）については、簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律
　（平成18年法律第47号)に基づき、国家公務員に準じた人件費削減に取り組み、平成18年
　度以降5年間において、5％以上の削減を行うとともに、国家公務員の給与構造改革を踏ま
　え、役職員の給与について必要な見直しを進める。さらに、「経済財政運営と構造改革に関
　する基本方針2006」(平成18年7月7日閣議決定）に基づき、国家公務員の改革を踏まえ、
　人件費改革を平成23年度まで継続する。
　　給与水準については、平成18年度の地域・学歴を勘案した国家公務員との比較指標（法
　人基準年齢階層ラスパイレス指数）104.6について、中期目標期間の終了時(平成24年度)
　までに100まで低下させる。

　② 職員給与決定の基本方針
　ア 給与水準の決定に際しての考慮事項とその考え方

　　国家公務員に対する人事院勧告に準じた改定を基礎とする。

　イ 職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方
　　勤勉評定実施規程及び勤勉手当支給基準により、職員の勤務成績に応じて、昇給や勤勉
 手当の決定を行っている。

〔能率、勤務成績が反映される給与の内容〕

　ウ 平成22年度における給与制度の主な改正点
　本俸

主 歳 上 職員 平均 ％ げ

　① 人件費管理の基本方針

給与種目

給与：

制度の内容

賞与：勤勉手当
（査定分）

　勤務成績に応じ昇給区分(5区分)を決定のうえ昇給させる。

　基準日以前6箇月以内の期間における勤務成績に応じて支給する。
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　　・主に40歳以上の職員は平均を0.1％引下げ。
　　・55歳を超える職員は1.5％引下げ。
　諸手当
　　・期末勤勉手当：年間支給月数を国家公務員の年間支給割合と見合うよう0.2月分引下げ。
　　・本府省業務調整手当：導入を見送り。
　　・55歳を超える職員の特別都市手当等の算定基礎の俸給部分を１．５％引下げ。
　　・特別都市手当：国の場合、地域手当を17/100→18/100(18年度以降6％引上げ）に引上
　　げたが、地域・学歴を勘案した国家公務員との比較指標を踏まえ6.4/100→8.0/100に引上
　　げた(18年度以降2％の引上げに抑制）。

２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

94 45.1 8,048 6,027 194 2,021
人 歳 千円 千円 千円 千円

92 44.9 7,948 5,957 195 1,991
人 歳 千円 千円 千円 千円

2

注１：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。
注２：常勤職員のうち医療職種、教育職種、研究職種については、該当者がいないため欄を省略した。
注３：総括調整職とは、命を受けて特定の事務(総務部門及び農業部門等に関する事務／林業部門に関する事務)を
　　掌理する職種をさす。
注４：常勤職員の総括調整職については該当者が２名のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれがあること
　　から、人数以外は記載していない。

注５：在外職員、任期付職員、再任用職員、非常勤職員については、該当者がいないため表を省略した。

事務・技術

総括調整職

うち賞与平均年齢
平成22年度の年間給与額（平均）

総額
区分

常勤職員

うち所定内人員
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②

注１：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、⑤まで同じ。

注２：24～27歳の該当者は３名のため、第１・第３四分位を表示していない。

（事務・技術職員）

四分位 四分位

第１分位 第３分位
人 歳 千円 千円 千円

15 55.6 10,294 11,019 11,809

16 51.3 9,113 9,958 10,355

47 43.7 6,320 7,023 8,026

14 30.2 3,651 4,181 4,767

③ 職級別在職状況等（平成23年４月１日現在）（事務 技術職員）

人員

年間給与の分布状況（事務・技術職員）〔在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。以下、

⑤まで同じ。〕

分布状況を示すグループ

係　　　員

部　　　長

平均年齢

課　　　長

課長補佐

平均
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２４－２７
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３２－３５

歳

３６－３９

歳

４０－４３

歳

４４－４７

歳

４８－５１

歳

５２－５５

歳

５６－５９

歳

人数

平均給与額

第３四分位

第１四分位

国の平均給与額

年間給与の分布状況（事務・技術職 人
千円
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③

区分 計 ６等級 ５等級 ４等級 ３等級 ２等級 １等級

標準的
な職位

人 人 人 人 人 人 人

92 0 9 28 24 18 13
（割合） （　　0.0%） （　 9.8%） （　30.4%） （　 26.1%） （　 19.6%） （　 14.1%）

歳 歳 歳 歳 歳 歳

－ ３１～２４ ４６～３１ ５６～４２ ５９～４４ ５９～４６

千円 千円 千円 千円 千円 千円

－
3,693～
2,598

5,368～
3,157

7,077～
5,272

8,291～
6,367

8,743～
7,096

千円 千円 千円 千円 千円 千円

－
4,770～
3,436

7,135～
4,165

9,517～
7,143

11,113～
8,508

12,055～
9,663

④

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

54.6 57.4 56.0

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 45.4 42.6 44.0

％ ％ ％

         最高～最低 48.1～44.1 45.7～41.0 45.6～42.5

％ ％ ％

64.7 67.7 66.2

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 35.3 32.3 33.8

％ ％ ％

         最高～最低 38.0～33.4 37.9～30.3 36.6～32.1

 職級別在職状況等（平成23年４月１日現在）（事務・技術職員）

管理
職員

係員 課長補佐 専門役

所定内給
与年額(最
高～最低)

年齢（最高
～最低）

賞与（平成22年度）における査定部分の比率（事務・技術職員）

部長課長係員

年間給与
額(最高～

最低)

区分

一般
職員

人員

一律支給分（期末相当）

一律支給分（期末相当）
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⑤

115.4

109.4

すべての独立行政法人を一つの法人とみなした場合の給与水準）に置き換えた場合の給与水準を１００

対他法人（事務・技術職員）

注：　当法人の年齢別人員構成をウエイトに用い、当法人の給与を国の給与水準（「対他法人」においては、

対国家公務員（行政職（一））

　　として、法人が現に支給している給与費から算出される指数をいい、人事院において算出

職員と国家公務員及び他の独立行政法人との給与水準（年額）の比較指標（事務・技術職員)
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給与水準の比較指標について参考となる事項

○事務・技術職員

参考

１．職員全員が東京特別区の勤務であるため、国家公務員の場合と同様に

　物価等も踏まえて、主に民間賃金が高い地域に在職する職員に支払われ

　る手当（特別都市手当）の支給割合が高くなっている。

　（参考）国家公務員（行一）28.4％（平成22年国家公務員給与等実態調査

　より、支給区分1級地の人員構成比）

２．各都道府県に設置されている基金協会が行う農業者等に対する債務保証

　に対する保険等の業務を行っており、保険や金融に関する専門性の高い

　業務を行っていることから、高学歴（大卒）の職員の割合が高いこと。

　（参考）国家公務員（行一）51.6％

　　　 　　信用基金　　　　　  72.2％

　これらを考慮した「地域・学歴を勘案した国家公務員との比較指標（法人

　基準年齢階層ラスパイレス指数）は、98.7である。

支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　1.6％

（国からの財政支出額　3,507,053千円、支出予算の総額

223,512,199千円：平成22年度予算）

給与水準については、平成18年度の地域・学歴を勘案した国家公務員との比

較指標（法人基準年齢階層ラスパイレス指数）104.6について、中期目標期間

の終了時（平成24年度）までに100まで低下させることとしている。平成22年度

における同指数は98.7で、平成18年度と比して5.9ポイント改善している。

【累積欠損額について】

１．平成23年度に見込まれる国家公務員との比較指標

　国に比べて給与水準が
　高くなっている定量的な
　理由

指数の状況

累積欠損額 0円（平成21年度決算）

・主務大臣の検証結果
地域・学歴を勘案した指数は、国家公務員より低い水準であり、問題ないと考えている。
　なお、給与水準については、国家公務員の給与水準を十分考慮し、手当を含め役職員給
与の在り方について、厳しく検証した上で、適正な水準とすることを要請することとする。

学歴勘案　　　　　　１１２．９

【国からの財政支出について】

【検証結果】

対国家公務員　　１１５．４

　給与水準の適切性の
　検証

地域・学歴勘案　　　９８．７

地域勘案　　　　　　１００．５

内容項目
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１．平成23年度に見込まれる国家公務員との比較指標

　年齢勘案 113.5

　年齢・地域・学歴勘案 97.0

２．具体的な改善策

①　特別都市手当（国の地域手当に相当）を抑制

　　国の東京都特別区の地域手当は平成18年度以降5年間で6％引き上げられたが、

　　信用基金は地域・学歴を勘案した国家公務員との比較指標（法人基準年齢階層

　　ラスパイレス指数）が100に到達するまでは2％の引上げに留め、国と比し４％抑制

　　する。

　　【これまでの抑制状況】

　　　　　　　　　　　（18.3.31現在）　　　（23.4.1現在）

　　　国（東京特別区）　　12％　　→　　18％（＋6％）

　　　信用基金　　　　　     6％　　→     8％（＋2％に抑制）

②　業務体制の見直し、非管理職のスタッフ職の導入などにより、現在4割

　　の管理職割合を中期目標期間の終了時（平成24年度）までに3割まで

　　引き下げし、職務手当（国の管理職手当に相当）の支給額を削減させる。

　　【管理職割合の引下げ目標】

　　　　　　　19年度：4割　→　24年度：3割に引下げ（2割削減）

　　　　　　　23.4.1現在管理職割合　38.0％

③　昇任、昇格の運用改正

　　従来と比較して、平成20年4月1日から1～2年遅らせることとした。

３．給与水準是正の目標水準及び具体的措置

　　給与水準については、平成18年度の地域・学歴を勘案した国家公務員

　　との比較指数（法人基準年齢階層ラスパイレス指数）104.6について、中

　　期目標期間の終了時（平成24年度）までに100まで低下させる（中期目標

　　及び中期計画に明記）。

１．支出総額に占める給与、報酬等支出総額の割合　1.3％

（支出総額　81,072,089千円　給与、報酬等支出総額　1,048,620千円）

２．管理職の割合

　　　　　38.0％　　　　　（平成23年4月1日現在の管理職の割合）

３．大卒以上の高学歴者の割合

　　　　　72.2％　　　　　（平成23年4月1日現在の高学歴者の割合）

講ずる措置

その他
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Ⅲ　総人件費について

当年度
（平成22年度）

前年度
（平成21年度）

千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(A)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ｂ)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ｃ)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(D)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

総人件費について参考となる事項
１．給与、報酬等支給総額及び最広義人件費の増減要因

　給与、報酬等支給総額については、対前年度比0.8％増、最広義人件費については、対前年度

　比△0.4％となった。増減額要因については、次のとおり。

　①　国家公務員に対する人事院勧告に準じた給与改定を基礎として改正を行った。

　②　特別都市手当（国の地域手当に相当）の引上げを行った。(6.4％→8％)

　③　国家公務員に導入された本府省業務調整手当について導入を見送った。

　④　職務手当（国の管理職手当に相当）について、国と同様に率から定額化に移行する際、一部の

　　役職について国以上に低率で定額化を行い、更に、平成20年1月からは専門役以上の職務手当

　　額を引き下げた。

　⑤　最広義人件費が減少したのは、退職手当支給額の減少等のため。

２．「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律」（平成18年法律第47号）

　　及び「行政改革の重要方針」（平成17年12月24日閣議決定）による人件費削減の取組の状況

　①　主務大臣が中期目標において示した人件費削減の取組

　　人件費（退職手当及び法定福利費を除く。また、人事院勧告を踏まえた給与改定部分を除く。）に

　　ついては、簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律（平成18年法律

　　第47号）に基づき、平成18年度以降5年間において国家公務員に準じた人件費削減を行うとともに、

　　国家公務員の給与構造改革を踏まえ、給与体系の見直しを行う。更に、「経済財政運営と構造改革

区　　分
中期目標期間開始時（平
成20年度）からの増△減

退職手当支給額

1,341,930 △ 5,184

4,757

給与、報酬等支給総額

最広義人件費

8,587 （　　0.8）

（△16.8）

△ 14,500

（　△3.1）

（△18.4）

167,620

△ 4,026

（　 61.3）110,374

1,048,620

2,185

172,377

95,874

1,040,033

△ 4,479

福利厚生費

23,900
非常勤役職員等給与

比較増△減

（　△2.3）

（　　 0.2）

△ 24,237

△ 5,549

（△13.1）

（　 　2.8）

（　△0.4）

36,451

19,874

1,336,746
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国家公務員 給 構 改革 踏 、給 体系 見直 行う。更 、 経済財政運営 構 改革

　　に関する基本方針2006」（平成18年7月7日閣議決定）に基づき、国家公務員の改革を踏まえ、人件

　　費改革を平成23年度まで継続する。

　②　中期計画において設定した給与水準の削減目標

　　人件費（退職手当及び法定福利費を除く。また、人事院勧告を踏まえた給与改定部分を除く。）に

　　ついては、簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律（平成18年法律

　　第47号）に基づき、国家公務員に準じた人件費削減に取り組み、平成18年度以降5年間において、

　　5％以上の削減を行うとともに、国家公務員の給与構造改革を踏まえ、役職員の給与について必要

　　な見直しを進める。更に、「経済財政運営と構造改革に関する基本方針2006」（平成18年7月7日閣

　　議決定）に基づき、国家公務員の改革を踏まえ、人件費改革を平成23年度まで継続する。

基準年度
（平成17
年度）

平成18
年度

平成19
年度

平成20
年度

平成21
年度

平成22
年度

1,211,881 1,177,348 1,114,344 1,072,857 1,040,033 1,048,620

△ 2.8 △ 8.0 △ 11.5 △ 14.2 △ 13.5

△ 2.8 △ 8.7 △ 12.2 △ 12.5 △ 10.3

注1：基準年度（平成17年度）の「給与、報酬等支給額」と平成17年度の付属明細書の「役員及び職員の給与明細」

　　については、次の理由により一致しない。

　　・基準年度（平成17年度）の「給与、報酬等支給総額」は決算報告書の数字であるため、賞与引当金繰入が含ま

　　れているが、付属明細書は損益計算書の数字であるため、賞与引当金繰入は別科目で計上されている。

注2：「人件費削減率（補正値）」とは、「行政改革の重要方針」（平成17年12月24日閣議決定）による人事院勧告を踏

　　まえた官民の給与較差に基づく給与改定部分を除いた削減率である。

Ⅳ 法人が必要と認める事項
特になし

人件費削減率（補正値）
（％）

年　　　度

人件費削減率
（％）

給与、報酬等支給総額
（千円）

（人件費削減の場合）　　　　　　　総人件費改革の取組状況

・主務大臣の検証結果
「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律」に基づき、平成18年度から5年間で総人件
費を17年度比で5％以上削減する目標に対し、10.3％と目標を大きく上回る削減を行ったところであるが、引き続き
総人件費の抑制に努めるよう要請することとする。
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